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当科における切除不能悪性胆道狭窄に対するExpandable metallic stent
留置の成績
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対 象 ・ 方 法

対象は、１９９７年から１９９９年にかけてＥＭＳを

用いて治療した悪性胆道狭窄患者２５名（男性１４

名，女性１１名，平均年齢７３．９歳)。平均開存期間

および平均生存期間の検討を行い、さらに、ＥＭＳ

を留置する際のルートにおいて入院期間に差がな

いかも比較検討した。

表１悪性胆道疾患の内訳
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悪性胆道疾患の内訳を表１に、挿入したＥＭＳ

の種類を表２に示す。

１１例が経皮経肝ルート､１４例が内視鏡的経乳頭

ルートより挿入された。

はじめに

切除不能悪性胆道狭窄に対する治療として、

Expandablemetallicstent（以下ＥＭＳ）を用い

た内痩術の有用性は近年多く報告されており'～5)、

放射線療法を併用することにより長期生存例も報

告されている。しかし残念ながら当院においては、

放射線治療を併用することができない。今回我々

は、当院における過去３年間の切除不能悪性胆道

狭窄に対するＥＭＳ単独留置の成績について検討

した。

結 果

平均開存期間は197.5日､平均生存期間は323.5

日だった。また、挿入経路での平均入院期間の検

討を行ったところ、経皮経肝ルートが３６．６日、内

視鏡的経乳頭ルートが３７．７日だった。

表２ＥＭＳの種類
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原疾患 症例数

牌癌 9例

胆管癌 ８例

Vater乳頭部癌 3例

嚢癌 2例

その他 3例

計 ２５例

EＭＳ 本数

Wallstent 21本

Diamondstent 2本

NTstent 1本

Z-stent 1本

計 ２５本
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